






1.研究目的 

小児の心身の発育状態の評価は,障害の早期発見や健康・体力増進の指標等を得るために,

さまざまな機会をとらえて,さまざまな方法においてなされている。小児の発達段階に応じ

て,1才6ヵ月児健診,3才児健診,就学児健診等が実施され,さらに,日常的にも,幼児期にあ

っては,幼稚園や保育所における観察や健康診査,学童にあっては,小学校における体力測

定や健康診査等が実施されている。 

このように,小児の心身の発育状態の評価その障害のスクリーニング等については,行政的

にも,また,教育的・福祉的にも十分になされているものではあるが,小児の心身の障害発生

の予防・早期発見・治療を真に遂行するためには,小児の生活するあらゆる場と機会を通じ

て,常になされることが重要なことである。 

昭和 53 年度より,地域社会における幼児児童の体力増進活動を推進せんとする児童センタ

ーが全国に設立されているが,それは,同時に,幼児・児童の心身障害の早期発見や指導に直

接的に結びつくスクリーニングの場としても機能する施設でもあると考えられる。 

そこで本研究においては,児童センターにおいて,小児の体力一主として,運動機能の発達

状騒を簡易に評価でき,且つ,体力増進指導に直接的に結びつけることの可能な体力測定法

を作成せんとするものである。 


